
地域医療支援病院の承認の継続について 

 

１ 趣旨 

  平成 12 年 2 月に地域医療支援病院の承認を受けた能代山本医師会病院は、令和元年 9

月から 197 床の病床で運営を行っており、地域医療支援病院の主な承認要件である 200

床を下回ったが、令和 2年 3月の医療審議会で地域医療支援病院の継続の承認を得ら

れ、現在まで地域医療支援病院としてかかりつけ医等を支援する役割を担っている。 

  このたび、当該病院では令和 7年 9月 30 日までに 8床削減することを予定してお

り、承認要件を更に下回ることになるが、地域における医療の確保の観点から、県とし

て引き続き、当該病院の地域医療支援病院の承認を継続する必要があると考えている。 

  ついては、医療法では地域医療支援病院の承認をするに当たり、あらかじめ、医療審

議会の意見を聴かなければならない旨規定されていることに準拠し、承認の継続につい

て本日の会議に諮問するものである。 

 

変更内容（予定） 

 変更前 変更後 備考 

一般病床 １６２床 １６２床  

療養病床  ３５床  ２７床 ８床削減 

合  計 １９７床 １８９床  

 

 

２ 地域医療支援病院の承認の継続理由について 

 

（１）法令上の根拠について 

医療法令では、患者を入院させるための施設として 200 床の病床を有することが地

域医療支援病院の要件の１つとされているが、「都道府県知事が地域における医療の

確保のために必要であると認めたとき」は、この限りでないとされている。 

「都道府県知事が、地域における医療の確保のために必要であると認めたとき」と

は、他の承認要件を満たしていることを前提として、当該病院が所在する二次医療圏

について定められた医療計画を踏まえ、地域医療の確保の観点から、当該病院に対し

て承認を与えることが適当と認めた場合である。 

 

（参考） 

○医療法（以下「法」という。）第４条第１項第４号 

厚生労働省令で定める数以上の患者を入院させるための施設を有すること。 
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○医療法施行規則（以下「規則」という。）第６条の２ 

法第４条第１項第４号に規定する厚生労働省令で定める数は 200 とする。ただ

し、都道府県知事が、地域における医療の確保のために必要であると認めたとき

は、この限りでない。 

○医療法の一部を改正する法律の施行について 

（平成 10年５月 19日付健政発第 639 号 厚生省健康政策局長通知） 

規則第６条の２に規定する「都道府県知事が、地域における医療の確保のために

必要であると認めたとき」とは、他の承認要件を満たしていることを前提とし

て、 

①当該病院が所在する二次医療圏について定められた医療計画を踏まえ、地域

医療の確保の観点から、当該病院に対して承認を与えることが適当と認めた

場合 

②精神科等単科の病院であって、当該診療科に関して地域における医療の確保

の観点から、承認を与えることが適当と認めた場合 

を念頭においているものであること。 

 

（２）病床数以外の承認要件について 

 ①紹介患者に対する医療提供について 

次表の基準が設定されているが、当該病院の令和５年度の実績は基準を満たしてい

る。 

 

＜紹介・逆紹介率の基準（Ⅰ～Ⅲのどれかに該当する必要あり）＞ 

 紹介率 逆紹介率 

Ⅰ ８０％以上 － 

Ⅱ ６５％以上 ４０％以上 

Ⅲ ５０％以上 ７０％以上 

 

＜能代山本医師会病院（R5 実績）＞ 

紹介率 逆紹介率 

６５．２％ ８０．１％ 

 

②その他の要件について 

  「病院の施設・設備の開放」や「専用病床の確保」などの共同利用の実施や、救急医

療の提供、地域の医療従事者に対する研修の実施があるが、当該病院ではいずれの項目

も満たしていることを確認している。 
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（３）医療計画を踏まえた地域医療の確保について 

   今回の削減病床は慢性期機能の療養病床であり、能代・山本区域の慢性期機能の病

床数は必要量を超過していることから医療計画に反するものではなく、また、引き続

き地域医療支援病院として、かかりつけ医等を支援する役割を担っていただくこと

は、能代・山本区域の医療機関相互の機能連携と機能分担を進める上で欠かせないも

のである。 

   なお、令和７年７月１８日に開催された地域医療構想調整会議（能代・山本区域）

において報告した結果、特に異議がなかった旨申し添える。 

 

（参考） 

○秋田県医療保健福祉計画別冊（秋田県地域医療構想）抜粋 

平成 37 年における医療機能別の医療需要及び病床数の必要量 

構想区域 医療機能 病床数の必要量 

能代・山本 

高度急性期 72 

急 性 期 300 

回 復 期 246 

慢 性 期 155 

合   計 773 

 

○令和６年度病床機能報告より 

 

 

構想区域 医療機能 許可病床数 

能代・山本 

高度急性期 0 

急 性 期 611 

回 復 期 127 

慢 性 期 192 

休   棟 33 

合   計 963 
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